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I 海外学術調査雑感

� I ボルネ オ雑感

中 嶋 嶺 雄（総括班）

一時の中国ブームが鎮まbかけると、東南アジアK

たいする関心がKわかK高まってきた。今回、東南ア

ジアは、ちょっとしたブームK怠っている。 日本人K

とって、 もっともエモーγョナル在感興を呼びbと

す中国への期待や悪しき 郷愁が思い どb .b kなら左い
ととがわかってきたためであろうか。

ととるで私自身、「国際環境K関する基礎的研究j

の昭和48年度海外学術調査計画の研究代表者として
との5月の春休みK、東南アジ ア諸国をま わってきた

ばかbである。私の前回の東南アジア訪問は、 日中国

交Kたいするアジ7諸国の反応を知るためK出かけた

1 9 7 2年秋であb、その前はインドシナ情勢がもっ
とも緊迫していた1 9 7 0 年5月であったが、1 年半

月、 のプ ランクののちの今回の旅行は、やはb印象深いも
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沢尊王の孝子祭bで、 クチンの街中をあげてド ラや太鼓

が鳴bひびき、 龍の踊bや西遊記、 楊 貴妃ま どの山車

が潮州公会とか福州公会とかの中国人の同郷会や宗親

会どとtc < .bだ されて大 変左賑わいであった。タ蹴自

るとるは、善男信女が手K手K長〈太い線香をかかげ
のであった。今回は、かねてからの懸案であったポル て行列して街を通bぬけていったが、 とのようKボル
ネオ（東マレーシア〉のサラワク州、サパ 州へも足を ネオの地tc $°＂いても中国文化は排他的K根強b自己主

のばしたが、それは、マν一人と中国人の複合構造を 張している。かつてサマセット・モームが1 9 2 2年

もつ多元民族国家マνーシ7t($＞－いて、華僑の社会的 Kζの地を探訪して『作家の手帖』のまかK印象的K
存在が中国をめぐる今 日のような国際環境の変化の左 描写したサラワク河口K位置する港市のクチンのみな

かでどのような意味をもつかを知るためであった。そ らず、サラワクの主河ラジ守ン河K沿ったボルネオ央

れらの調査結果Kついては、いずれ別の機会Kゆず ら 地のシプの街も、 街の左かは中国人街であb、住民も

ねばならないが、第二次大 戦中は日本の占領下Kあっ 中国人が圧倒的 K多い。もとよb、 とれ ら中国人がロ

た との地も、1 9 6 3年K英領を脱して以来、マν一 一}Jル経済の実権を握っている。中国人は客家、福州
シア連邦の1 州K左っている。だが、との地を訪れた 人、福建人、潮州人の順であるが、 とのよう左現実の

者な ら誰の眼Kも明瞭左ととK、いたるととる中国人 左かK今 日のマνーシアは多民族複合国家としてある

が実K多い。私がボルネオ第ーの都市でサラヲク州の の である。因み tc1 966年の人口統計によれば、サ

首都でもある クチンK着いた 日はち主う ど肌U寺の広 ラワク州の総人口86万のうち、 中国人が3 2. 7 パー
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セント、原地人であるイパ ン 族（海ダヤ族）2虫4パ

ーセント、 マνー人1 7. 9パーセント、陸ダヤ族a2

パーセントと走っていて、中国人が断然第一位である。

サラワクで注目すべき最近の事件は、とれまでしば

しば現地政府を悩ましていたサラワタ・グリラの一団

が、 昨秋以来、そのリーダーをはじめとして大量投降

した ととであった。インドネシ79・ 3 0事件で潰滅

したとい われたP KI （インドネシア共産党）の残存
分子がカリマンタン（インドネシア領ボルネオ）'1C潜

んでいて、その影響もあって根強かったといわれたサ

ラワク・グリラの投降の理由はまだ必ずしもはっきb

してい左い。だが、とれらのグリラもすべて中国人左

のである。ととKも、 アジnc拡がる「中国の影jが

7・�7のローカルな現実k bいては、いかなる陰影を

もっているかが示しだされているといわねば左ら左い。

私は、との問題Kついてかねてから関心をもっていた

が、現地で入手したローカル新聞〈『山打根日報』1

9 7 4年5月1 7 日）'1C、サラワク州、政府副首席・楊

国斯のサラワタ共産グリラ帰順K関する長い談話が載

っていたのは、との問題Kついての情報が少左いだ け

K収種であった。それKよると共産グリラも州政府も

「為人民服務Jという点で一致するようK在ったのだ
と いうのだが、との辺の事情が乙のたびの マνーシア

．中国の国交樹立K一つの背景として作用していただ
ろうととは否め左い。

Dr Saniel and E弘z Assistants 

平 野 健一郎（衛藤班）

本国K左らう電力制限のためか、 ロビーK一つも
灯の点ってい左い香港の啓徳空港を発って、マエラ

到着したのは 7 3年の1 2月27 日夕刻であった。香
の空港では、チェック・インの時K、折しもマエラ‘
郊で開催されるジ守ンポり－�参加するガール・スカ
ウト諸嬢の噌bkとb固まれ、そのせいか、 マ＝ラ到

着の夕食から胃K変調を覚える破目と怠った。余b� 

も人の多い香港から解放されて、 マニラへ向う機上

読んだフィリピンのBulletin Today紙は、日本が
調印1 3年後Kょうや〈 日比友好通商航海条約K批
する決定を下した旨の（つまb、フィリピン側も批
するととK同意したと思われる旨の）日本の新聞の言｜
事を一面K大き〈訳載していた。

として紹介して頂いたDr.Tosefa Sanielをフィ！
ピン大学アジア・センタ－�訪ねて、 留学生問題、 日
本語教育、 日本研究を中心とする 日比文化交流Kっ

て、 その意見を伺うととにあった。前もって来訪の
を東京から手紙で伝えτあった ので、 ホテルK到着d

々電話で具体的なアポイントメントを取ろうとしたと
とる、電話帖をあちとち繰っても、オペνータ－'1C

声量、
、

‘、．，

私は、 クチンから22キロ南ヘジ守ングルを入った
スグ村の陸ダヤ族が住む高床長屋も探訪し、かつては

首狩b族だったダヤ族が（それゆえK彼らは他部族の

襲撃Kそなえて、集団で竹製の高床の長屋くLong
Hous�住む〉今 日、文明の波K洗われて狩猟生活

から定着の焼畑良耕さらK陸稲の栽培Kまでいたり、
男はクヂンの工場K出稼ぎに行っている者が多いとと

けを求め ても、 どうしてもそれらしき人の名が見つか｜ 《
らず、翌朝大学のインフaメーションに電話をしても

休暇のせいか応答が左かったの

を知 った が、 クチンのサラワク博物館付属インフ 才メ そとで、思い切って、 とKか〈フィリピン大学アジ

ーション・センタ－'1C働〈流暢で正確左英語を話す美 ア・センターへ 出かけてみるととKし、 b昼すぎ、

しい案内線K陸ダヤ族だと自己紹介されて、むしろと もよいのデ・ロス・サントス通bをクソン・シティま

との中国人の方がはるかK伝統的・守旧的であるとと で、ぎしぎしきしむ旧型ダットサンのタクシーを走ら

を実感せざるを得なかった。 マνーシアと一口Kいっ せた。大学のキ守ンパスはとてつもなく広大であっ向。

てもとのよう左ローカル左現実がそとKは活きている それで左くても休暇でまば ら左学生をつかまえ ては、

のである。 親切左運転手と一緒Kアジア・センターへの道案内を

（籍者は東京外国語大学助教授） 請うても、定 かな答え は返っ てこ左かった。それも

のはず、2 0分近〈もタクシーでさまよった挙句、 ょ
うや〈発見したセンターはキ守ンパスの隅K、 まだ

事の骨組みさえ ない状態で存在していた。工事現場


